
４－１ 伊豆半島およびその周辺の地震活動 
Seismic Activity in and around the Izu Peninsula 

 

気象庁地震予知情報課 

Earthquake Prediction Information Division 

Japan Meteorological Agency 

 

 第１図右は 1995年 1月 1日～1998年 11月 10日までの期間に伊東市鎌田観測点で観測されたＳ－

Ｐ時間が６秒以下の地震の日別地震回数で，同図左は 1998年 8月から 11月 9日までに伊豆半島お

よびその周辺に発生した地震の震央分布である。1998 年 4 月 20 日から始まった群発地震活動1)は，

最近の群発活動の中では継続期間が長く（第１図，第１表），5月中旬には落ち着いてきたものの，

その後も継続した（第２図）。これまでの群発地震との比較で，活動期間の定義を，日回数が 10 回

以下となって，5日目の日か回数０となった日とすると，今回の活動は 6月 2日が終わりの日に当た

る（第１表）。 

 1997 年 6月 26 日頃から始まり，30日に活発化した伊東港北沖の地震活動は，消長を繰り返しな

がら，深さ 6～8km前後のところで継続して発生している(第２図)。鎌田の地震回数が 1995年９月や

1996年 10月の群発活動の前のような静かな状態にならないのは，この地震活動によるところが大き

い。また，1998年 10月中旬に鎌田の地震回数が増加しているのは，10月 13日～14日に箱根付近で

発生したM2 を越えない程度の微小な地震を含んでいるためである（第１図）。伊東港北の活動域で

はM3 を越える地震が 1997 年６月以降で３個発生しているが，M2 以下の地震がほとんどである。

この期間の地震エネルギーを積算すると 2.6×1010Ｊで，おおよそ，M3.7の地震に相当する（第２図）。 
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第１表 伊豆半島東方沖群発地震一覧表 

Table.1 Table of earthquake swarms of east off coast of the Izu Peninsula. 
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第１図 1995年 1月 1日～1998年 11月 10日までの伊東市鎌田における日別地震回数(S-P≦6秒)。挿図は 1998年 8月 1日～11月 9日の震央分布。 

Fig.1 Daily number of earthquakes observed at Kamata in Ito city (S-P time≦6.0 sec)from January 1, 1995 to November 9, 1998. Inset shows epicenters for August 1 

to November 9, 1998. 
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第２図 1997年 10月 1日～1998年 11月 9日の伊豆半島東方沖の地震活動。a:震源分布，b:東西の

時空間分布図，c:南北断面の時空間分布図，d:震源の深さの時間変化，e:Ｍ－Ｔ図、f:1997

年 6月 1日～1998年 11月 9日の伊東港北の活動域のＭ－Ｔ図、g:伊東港北の地震エネル

ギー積算図。 

Fig.2 Seismic activity east off coast of the Izu Peninsula from October 1, 1997 through November 9, 

1998.a:Hypocentral distribution, b:time-space plots along E-W direction, c:time-space plot along 

N-S direction, d:focal depth-time diagram, e:M-T diagram, f:M-T diagram of earthqakes in the 

north region of Ito Bay from June 1, 1997 to November 9, 1998, g:cumulative seismic energy in 

the region. 
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